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1．はじめに　本研究で対象とした干拓調整池は流域の河口部に位置し、高潮や洪水及び常時の排水不良か

ら周辺地域を守る防災機能を持っている。洪水時には陸域から一時的ではあるが負荷の全量が流入するため

水質悪化が懸念されている。本研究は、当該調整池の水質保全対策や水質管理のための基礎的知見を得るこ

とを目的として、水質計算を行ったものである。

2．水質モデル　調整池を完全混合の一池モデルとし、日変化

の水質計算を行った。表-１に調整池の概要を示す。反応速度係

数は、既存の資料を参考にして、本質を見失わない範囲で修正

したものである。調整池に対する連続の式は河川流入量（タン

クモデルより算定）、海からの海水浸入量、調整池容量で満足さ

せた。以下に、本研究で用いたモデルの基礎式を示す。

2-1．Chl-a基礎式
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項目 面積・容量

流域面積（km2) 249
調整池計算面積(ha) 2,052

調整池容量（千m3) 26,762

表－１　調整池概要
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2-2．SS基礎式
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4．計算結果及び考察　図-１～図-3に Chl-a、SS、CODの実測値と計算値を示す。

4-1．Chl-a　 図-1 に示すように計

算値は実測値を概ね再現しているよ

うである。H12、13年において、夏

場に実測値が計算値より高くなる傾

向を示している。逆に H12冬場から

H13春先においては、計算値が実測

値を上回る結果となった。これらは、

主に調整池水質の変化に伴う優先藻

種の遷移による影響と思われる。再

現性の向上は今後の課題である。

4-2．SS　SS計算結果を図-2に示す。

塩分による凝集沈降や、風による巻

上げを考慮することでほぼ実測値は

再現されているようである。H11,12

の秋期において SS 実測値が計算値

より高い値を示しているが、これは

台風等の影響であろう。

4-2．COD　図－3 に示すように、

ほぼ実測値を再現することができた。

H12、13年においては計算値と実測

値は概ね同様の変化を示している。

これは調整池内の水質が、調整池閉

めきり後徐々に安定してきているた

めと考えられる。ここでは図示して

いないが、T-N、T-P の再現性も確

認されている。

5．まとめ　藻種を考慮した一池タ

ンクの水質モデルを用いて閉鎖性の

強い干拓調整池の水質計算を行い、

全期間、同一パラメータであるにも

かかわらず、概ね実測値を再現し得

た。
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図－2　SS 実測値と計算値
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図－1　Chl-a 実測値と計算値
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図－3　COD 濃度実測値と計算値
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